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症 例 報 告

長期間にわたりSPCNを 呈 した2症 例 について
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TWO CASES OF LONG-LASTING SPCN STATUS
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The auther experienced two model cases of long-lasting SPCN(smear positive and 

culture negative)status.The both cases having no prior chemotherapy,which were 

suggestive of relationship of SPCN to the use of RFP and the presence of huge cavity 

wherein tuberculous bacilli were most abundant.

In these two cases,the laboratory examination showed resistance of the bacillus 

against INH which was most effective in tuberculous chemotherapy and the bacillus were 

sensitive against RFP.The SPCN continued for more than half a year.The both cases 

had huge cavity in the lung.The culture of bacillus was continued for 16 weeks,and no 

growth of colony was observed.Moreover,in one case,RFP was prescribed 1.2g/day,

much higher than the ordinary dose.The case was a medical doctor,and this dose was 

prescribed according to his wish.

As mentioned above,these two SPCN cases were very suggestive of the model of 

explaining mechanisms of SPCN with simultaneous presence of huge cavity,resistance 

against INH and sensitivity to RFP.
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1.緒 言

SPCN(smearpositiveandculturenegative)

は,結 核菌の塗抹および培養の両検査が併時に施行され

るようになったときから認められ,特 にRFPの 登場以

後有意にその頻度が増加 したと言われている1)。また,

さまざまな症例報告,研 究報告などが見 られ,一 応の結

論に達 したかの感がある。すなわち,RFPの 強力かっ

特異的な殺菌作用,つ まり,染 色性を破壊せず菌の原型

をほぼそのままとどめたまま速かに殺 しめるという作用

がその原因となっているということである2)。

このたび,著 者は長期にわたるSPCNを 呈 し,か っ

興味ある知見を示 した2症 例を経験したので,多 少の考

察を加えつつ報告とする。

なお,塗 抹はZiel-Neelsen法 お よび蛍光法,培 養は

3%小 川培地を使用(4%NaOHに て室温で15～20

分前処理)し た。 また,耐 性(感 受性)検 査は1%小 川

培地使用によるマイクロタイター法にて施行 した。
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2.症 例 呈 示

〔症 列1〕

39歳,♂,医.師 。

昭 和61年9月 頃 よ り疲 労 しや す く,62年2月10日,

感 冒様 の症状 有 り某 院 受 診 。 喀 痰 塗 抹 に てGaffkyV号 。

62年2月23[当 院 紹 介 入院 と な っ た。 そ の 時 の 所 見 は

胸 部X線 写 真 に て学 会 分 類II型(図1),赤 沈37～70,

GaffkvV号,発 熱 有 り,CRP(廾)で あ った。 途 中 の

細 か な経 緯 は 省 略 して経 過 を 表 に掲 げ る と,表1の と お

り で あ る 。 こ こで,62年9月 お よ び11月 は16週 培 養

も施 行 し陰 性 で あ る。 また,5月25日 よ りRFPが1.2

g/日 と な っ た の は 初 同 耐 性 も あ り,菌 陰 性 化 が 多 少遅

く,患 者 が医 師 で あ っ た た め 自 ら1.2gに 増 量 す る こ と

を 希 望 した た め で あ る。 ま た,耐 性 検 査 の 結 果 を 表 にす

る と 表2の ご と くで あ る。 この症 例 は,63年5月17口

に退 院 とな り,そ の 後,再 排 菌 は認 め られ て い な い。

〔症例2〕

42歳,♂,キ ャバ レー 勤 務。

昭 和61年9月 頃 よ り盗 汗 が あ った 。62年1月,某 院

受 診 。 肺 結 核 と 言 われ.62年2月10日,当 院 へ 紹 介 入

院 と な った。 そ の時 の所 見 は咳 噺,喀 痰 あ り,盗 汗(+),

発 熱(一),胸 部X線 写 真 に て学 会 分 類II型 の肺 結 核 陰 影

を 認 め(図2),Gaffky～Ⅷ 号,赤 沈48～88,ッ 反 陰 性,

CRP(卅),TPHA160× 陽 性 で あ った。 経 過 を 表 に す

図1

る と 表3の ごと くで あ る。 こで62年9月 は16週 培 養 も

施 行 し陰 性 で あ っ た。 ま た,薬 剤 耐 性 検 査 の 結 果 は表4

の ご と くで あ る。 こ の症 例 は,63年4月24日 退 院 とな

り,そ の 後 再排 菌 は認 め られ て い な い。

3.考 察

1)症 例1で はSM20γ 感 性 な る もINH5γ 不完 全

表1症 例1の 経 過

表2症 例1の 耐 性 表
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表3症 例2の 経 過

表4症 例2の 耐 性 表

図2

耐 性,EB5γ 不 完 金 耐 性 で あ り,RFPで は5γ 感性 で

あ る。 同 様 に症 例2で はINHの み5γ 不 完 全 耐 性 で あ

り,他 剤 に は耐 性 が な い。 す な わ ち,最 も有効 な抗 結 核

薬 で あ るINH,RFPの う ち,INHに は 耐 性 が あ り

RFPに は 全 く耐 性 が な い ことが 共通 して い る。 さ らに

症 例1で はRFPの 投 与量 は 中途 か らなが ら も1 .2g/日

と超 大 量 で あ る 。 す な わ ち,今 回 のSPCNはRFPが

原 因 と思 われ る

2)症 例1,症 例2と もに 学 会 分 類 がII型 で あ り,大

空 洞 を 持 つ こ とが 共通 して お り,空 洞 の成 因,経 過 な ど

も 考 え 合 わ せ る と,半 年以 上 に もわ た ったSPCNの 原

因 と して 人空 洞 の あ る こ と,す な わ ち大 量 の結 核 菌 の 存

在 が 裏 付 け られ て い る。

3)両 例 と も16週 培 養 を と もに施 行 し陰 性 で あ っ た

こ と か ら,単 に 菌 の 発育 力 がRFPに よ っ て抑 え られ て

い た の で は な く,完 全 な死 菌 で あ っ た と思 わ れ,ま た,

この こ と は そ の後 再 発 の な い こ とか らも裏 付 け られ て お

り,初 同 治 療 のSPCNは 特 に問 題 には な らな い との従

来 の説 を 支持 して い る。

4.ま と め

半年 以 上に もわ た るSPCNを 呈 し,そ の原 因 あ る い

は 素 地 の 典 型 例 と して,(1)大 空 洞 が存 在 し,(2)INHに

耐 性 で,(3)RFPに 感 性 で あ り,SPCNの 成 因 に つ い

て 示 唆 す る と ころ が 多 い と考 え られ た2症 例 を経 験 した

の で,多 少 の考 察 を加 え つつ 報 告 した。

文 献

1) 青 柳 昭 雄: 塗 抹 陽 性 培 養 陰 性 結 核 菌, 臨 床 医, vol.

7, no.7: 1720～1721, 1981.

2) 青 柳 昭 雄: 塗 抹 陽 性 培 養陰 性 結 核 菌 (第59回 総 会

会 長 講 演), 結 核, 59: 531～538, 1984

.

―25―


